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1 ．平成30年度活動の方向性

〇大型イベントなどの開催により来訪者が増えることを契機に、関係人口の拡大から生まれる価値を検討する。

〇地域外から関わる人にとっての関わる価値や、迎え入れる地域にとっての目的が明らかにできるような、関わり合いを生むプロセスを考える。

〇大型イベント開催や地域の姿およびインパクトなどを想起しながら、対象となる地域等を検討し、上記の活動を進めていく。

2 ．今年度のスケジュール

 第２回（９／3（月））

• 今年度の方向性
• 「新しい東北」官民連携推進
協議会 岩手県における協議
会イベント(仮称)開催の取組
内容等について意見交換を
実施

 Fw:東北Weekly特別編「関
係人口×〇〇で考える三陸の
未来」開催
（12／17 （日） ）

 第３回（3／８（金））

• Fw:東北Weekly特別編「関
係人口×〇〇で考える三陸
の未来」の振り返り

• 来年度意見交換会等
について意見交換を実施

 第１回（６／11（月））

• 意見交換会の趣旨等説明
• 平成29年度活動振り返り
• 平成30年度方向性
• 平成30年度テーマ案等
について意見交換を実施

• Fw:東北Weekly特
別編「関係人口×〇
〇で考える三陸の未
来」 開催準備期間

 イベント準備期間
(9～12月）

資料１

3 ．「関係人口×〇〇で考える三陸の未来」の開催概要

〇概要
日時：2018年12月17日（月）13:00〜15:00
会場：宮古市市民交流センター 多目的ホール
※「平成30年度いわて三陸復興フォーラム」（主催：岩手県、いわて未来づくり機構）の
沿岸報告会のプログラムとして実施



〇プログラム／ゲスト
▼ブースセッション
テーマ1「関係人口×観光」

河東英宣氏（株式会社かまいしDMC 取締役事業部長 ）
服部真理氏（やまだワンダフル体験ビューロー 体験観光コーディネーター ）

テーマ2「関係人口×インターン･震災後のボランテイア･自治体応援派遣
職員など（特定の期間に役割を持って地域に関わりを持った人々）」

多田一彦氏（特定非営利活動法人遠野まごころネット）
小柳徳光氏（宮古土木センター 主査／長野県からの応援派遣職員）
達家将之氏（宮古土木センター 技師／長野県からの応援派遣職員）

▼パネルディスカッション＆参加者へのインタビュー
テーマ「『関係人口×○○で考える三陸の未来』

〜復興を通じて生まれた関わりあいを深めるには〜」

〇参加者数：49名

4 ．「関係人口×〇〇で考える三陸の未来」の総括

〇本委員会の各団体の協力により、セクター間、団体間の連携によるイベントとして実施することが
できた。
・岩手県の協力により、地元開催イベントのプログラムとして実施することができた。

・個別テーマを複数設けることで、登壇者調整、ブースセッションの進行などの役割を、いわて連
携復興センター、岩手復興局などで分担して担当することができた。



○今回のような場には初めて参加をした。まだ働いたことがないため、実感というのはわからないが、地域のた
めに働いている人たちの話を聞くことができてとてもためになった。これからの自分たちの進路を考えた時に、
復興に関わる仕事に就くかはわからないが、地域のことを考えながら勉強したり、これからの就職活動に生かし
ていきたいと思う。地元のことを大切にしていきたい。（大学生）

○関係人口を増やすために一番大切なことは、食べ物や人を好きになり、愛着を持つことなのだと感じた。自分
自身、静岡が地元で応援派遣職員として宮古に来ている。「Yes I Do喜んで！」という言葉をモットーに普段か
ら過ごして来ていて、上司から行ってみないかと声をかけられ、今宮古にいる。休みの日も温泉に行くなどしな
がら過ごしていて、岩手を好きになっていっているが、今後家族や地元の友達を岩手に招待をしたいと思う。（
応援派遣職員）

参加者の声（抜粋）

〇参加者からは次のような声が寄せられ、自分自身と岩手との関わりを喚起することができた。

〇参加者は、県職員の割合が高かったほか、大学生を含む幅広い世代や立場の方々の参加を得られた。

〇登壇者や参加者から、関係人口に関する多様な視点、論点が示される場となった。

岩手県 39 90.7%
宮城県 1 2.3%
福島県 1 2.3%
長野県 1 2.3%

1.大変満足 8 18.6%
2.満足 23 53.5%
3.普通 9 20.9%
4.不満 2 4.7%
5.大変不満 0 0.0%

1.大変満足 8 18.6%
2.満足 24 55.8%
3.普通 9 20.9%
4.不満 1 2.3%
5.大変不満 0 0.0%

アンケート結果（抜粋）

（不満と回答した人のコメント）・自分の学びたい、知りたい事とは違っていた。
・今後は内容をもっと砕いて分かりやすく具体的な話がある会にしていただきたい。

〇全体の感想 〇プログラムの感想〇お住まい



〇 イベントの振り返りおよび今年度の成果
○ 関係人口についての意見交換
〇 次年度以降の活動テーマについて

５．検討事項


